
令和３年度動物病院における動物由来感染症モニタリング事業結果 

（中間報告）  
 
１ 目的 

動物由来感染症の動物での発生状況を把握するため、都内の動物病院における感染症

の診断状況を集約し、動物由来感染症の人への感染を防止するための必要な措置を講じ

ることを目的として本調査を実施した。 

 
２ 事業概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１ モニタリング調査  

 【実施期間】 令和３年４月から令和４年３月まで 

 【調査対象動物】 指定動物病院を受診した犬・猫 

 【調査対象とする動物由来感染症】 

犬 猫 

皮膚糸状菌 
疥癬 
回虫症 
コリネバクテリウム感染症 
犬ブルセラ症 

皮膚糸状菌 
疥癬 
回虫症 
コリネバクテリウム感染症 
トキソプラズマ症 

 【調査方法】 指定動物病院２０病院における、月ごとの診察頭数及び調査項目に感染

していると診断した頭数の報告を受ける。 
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２ サンプリング調査  

 【実施期間】 令和３年４月から令和４年３月まで 

 【調査対象及び検体数】  

（１）大腸菌 

指定動物病院のうち病原体定点６病院において、飼い主から了承を得られた犬及び

猫の糞便各８４検体（計１６８検体） 
（２）重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）ウイルス 

指定動物病院のうち病原体定点６病院において、飼い主から了承を得られた犬又は

猫の口腔スワブ６検体（計６検体） 
 【調査対象とする病原体及び調査方法】  

動物 検査項目 調査方法 

犬・猫 
腸管出血性大腸菌（ＥＨＥＣ） 

薬剤耐性大腸菌 

遺伝子検査法、 
薬剤感受性検査法 

犬・猫 ＳＦＴＳウイルス 遺伝子検査法 

 

 【調査方法】 

（１）大腸菌 

病原体定点病院から検査機関宛て、糞便検査を依頼する。検査機関において大腸

菌が検出された場合は健康安全研究センターに菌株を送付し、検査を実施する。 

（２）重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）ウイルス 

    病原体定点病院から健康安全研究センターに、口腔スワブ検体を送付し、検査を実 
施する。 

 

３ 調査結果 

（１）モニタリング調査 

   令和３年４月から同年９月まで、指定動物病院２０病院を受診した犬、猫 

５８，８４６頭について調査を行った。内訳は次のとおりである。 

    ・ 犬 ４０，５３５頭（区部：２６，９７８頭、多摩部：１３，５５７頭） 

    ・ 猫 １８，３１１頭（区部：１２，８７５頭、多摩部：５，４３６頭） 

  ア 犬の診断状況 

    受診した犬４０，５３５頭のうち、１２頭(０．０３％)についてモニタリング対

象の感染症と診断された。各疾病の内訳は、表１のとおりである。 

 

 

 

 



 表１ 犬の診断状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 動物病院で追加の検体採取を行い、健康安全研究センターにてコリネバクテリウム・ウルセラ

ンスの確定検査を実施したところ、検出されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
期
間 

受
診
頭
数 

陽性頭数（括弧内は陽性率） 

皮
膚
糸
状
菌
症 

疥
癬 

回
虫
症 

コ
リ
ネ
バ
ク

テ
リ
ウ
ム
症 

犬
ブ
ル
セ
ラ
症 

 4 月 7,513 0 0 0 0 0 

 5 月 7,794 
1 

(0.01%) 
0 0 0 0 

 6 月 7,284 
1 

(0.01%) 
0 

1 

(0.01%) 
0 0 

 7 月 6,333 
3 

(0.05%) 
0 0 0 0 

 8 月 6,163 
1 

(0.02%) 

0 

 
0 0 0 

 9 月 5,448 
3 

(0.06%) 

1 

(0.02%) 
0 

1 

(0.02%) 
0 

10 月       

11 月       

12 月       

 1 月       

 2 月       

 3 月       

区部小計 26,978 
8 

(0.03%) 
0 

1 

(0.004%) 
0 0 

多摩部 

小計 
13,557 

1 

(0.007%) 

1 

(0.007%) 
0 

1 

(0.007%) 
0 

総計 40,535 
9 

(0.02%) 

1 

(0.002%) 

1 

(0.002%) 

1 

(0.002%) 
0 

(参考) 

R2 年度 

8 月末時点 

34,768 
8 

(0.02%) 

1 

(0.003%) 

1 

(0.003%) 

2 

(0.006%) 
0 



イ 猫の診断状況 

    受診した猫１８，３１１頭のうち、３２頭(０．１７％)についてモニタリング対

象の感染症と診断された。各疾病の内訳は、表２のとおりである。 

 

 

表２ 猫の診断状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
期
間 

受
診
頭
数 

陽性頭数（括弧内は陽性率） 

皮
膚
糸
状
菌
症 

疥
癬 

回
虫
症 

コ
リ
ネ
バ
ク

テ
リ
ウ
ム
症 

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症 

 4 月 3,024 
3 

(0.10%) 
0 0 0 0 

 5 月 3,051 
2 

(0.07%) 

1 

(0.03%) 

2 

(0.07%) 
0 0 

 6 月 3,222 0 0 
5 

(0.16%) 
0 0 

 7 月 3,174 
3 

(0.09%) 

2 

(0.06%) 

3 

(0.09%) 
0 0 

 8 月 2,987 
1 

(0.03%) 

2 

(0.07%) 

1 

(0.03%) 
0 0 

 9 月 2,853 
2 

(0.07%) 
0 

4 

(0.14%) 

1 

(0.04%) 
0 

10 月       

11 月       

12 月       

 1 月       

 2 月       

 3 月       

区部小計 12,875 
9 

(0.07%) 

3 

(0.02%) 

10 

(0.08%) 
0 0 

多摩部 

小計 
5,436 

2 

(0.04%) 

2 

(0.04%) 

5 

(0.09%) 

1 

(0.02%) 
0 

総計 18,311 
11 

(0.06%) 

5 

（0.03%） 

15 

（0.08%） 

1 

(0.01%) 
0 

(参考) 

R2 年度 

8 月末時点 

15,288 
13 

(0.09%) 

1 

（0.01%） 

19 

（0.12%） 

1 

(0.01%) 

2 

(0.01%) 



（２）サンプリング調査（大腸菌） 

令和３年４月から同年９月までの計８０検体（犬：４３検体、猫：３８検体）につ

いて調査した。内訳は次のとおりである。 

    ・ 犬 ４３頭（区部：３２頭、多摩部：１１頭） 

    ・ 猫 ３８頭（区部：２５頭、多摩部：１３頭） 

犬については、調査した４３頭のうち、３９頭(９０．７％)についてサンプリング

調査対象の菌が検出された。猫については、調査した３８頭のうち、３１頭(８１．６％)

についてサンプリング調査対象の菌が検出された。内訳は、表３のとおりである。 

 

表３ 犬・猫の大腸菌調査結果 

対象動物 地域 検体数 

陽性検体数（陽性率） 

大腸菌 

犬 

区部 32 30(93.8%) 

多摩部 11 9(81.8%) 

総計 43 39(90.7%) 

猫 

区部 25 21(84.0%) 

多摩部 13 10(76.9%) 

総計 38 31(81.6%) 

 

検査機関で大腸菌陽性となった大腸菌菌株については、健康安全研究センターにて遺伝

子検査法により、腸管出血性大腸菌のベロ毒素（ＶＴ）遺伝子の有無を確認するとともに、

薬剤感受性試験を実施した。  

犬については、調査した大腸菌４２株からＶＴ遺伝子は検出されず、１３株(３１．０％)

について薬剤耐性菌が検出された。猫については、調査した大腸菌３８株からＶＴ遺伝子

は検出されず、９株(２３．７％)について薬剤耐性菌が検出された。結果の詳細は表４、

表５及び表６のとおりである。 

 

表４ 遺伝子検査結果 

対象動物 菌株数 

陽性菌株数 

腸管出血性大腸菌 

(EHEC) 

犬 43 0 

猫 38 0 



表５ 犬の薬剤感受性試験結果（薬剤耐性菌が検出された株のみ抜粋） 

通し 

番号 
血清型 

薬 剤 

Ｐ

Ｉ

Ｐ

Ｃ 

Ａ

Ｚ

Ｔ 

Ｃ

Ｅ

Ｚ 

Ｉ

Ｐ

Ｍ 

Ｍ

Ｅ

Ｐ

Ｍ 

Ｃ

Ｔ

Ｘ 

Ｇ

Ｍ 

Ｃ

Ａ

Ｚ 

Ａ

Ｍ

Ｋ 

Ｃ

Ｆ

Ｐ

Ｍ 

Ｍ

Ｉ

Ｎ

Ｏ 

Ｆ

Ｏ

Ｍ 

Ｓ

Ｔ 

Ｃ

Ｐ

Ｄ

Ｘ 

Ｓ

／

Ａ 

Ｌ

Ｖ

Ｆ

Ｘ 

 １ O6 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ 

 ２ O1 Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ 

 ３ OUT Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ 

 ４ OUT Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｉ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ 

 ５ O111 Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ 

 ６ O25 Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｓ Ｒ 

 ７ OUT Ｉ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｉ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｉ Ｓ 

 ８ OUT Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ 

 ９ OUT Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ 

１０ OUT Ｒ Ｉ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ 

１１ O153 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ 

１２ O25 Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｉ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ 

１３ OUT Ｉ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｒ Ｓ 

Ｓ：感受性、Ｉ：中間、Ｒ：耐性 

 

表６ 猫の薬剤感受性試験結果（薬剤耐性菌が検出された株のみ抜粋） 

通し 

番号 
血清型 

薬 剤 

Ｐ

Ｉ

Ｐ

Ｃ 

Ａ

Ｚ

Ｔ 

Ｃ

Ｅ

Ｚ 

Ｉ

Ｐ

Ｍ 

Ｍ

Ｅ

Ｐ

Ｍ 

Ｃ

Ｔ

Ｘ 

Ｇ

Ｍ 

Ｃ

Ａ

Ｚ 

Ａ

Ｍ

Ｋ 

Ｃ

Ｆ

Ｐ

Ｍ 

Ｍ

Ｉ

Ｎ

Ｏ 

Ｆ

Ｏ

Ｍ 

Ｓ

Ｔ 

Ｃ

Ｐ

Ｄ

Ｘ 

Ｓ

／

Ａ 

Ｌ

Ｖ

Ｆ

Ｘ 

 １ OUT Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ 

 ２ O25 Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｉ Ｓ 

 ３ OUT Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｉ Ｓ 

 ４ OUT Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｉ Ｉ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｉ 

 ５ OUT Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｉ Ｓ 

 ６ O86a Ｒ Ｉ Ｒ Ｓ Ｓ Ｒ Ｉ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｉ R 

 ７ O78 Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｉ Ｒ 

 ８ OUT Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｉ Ｒ 

 ９ O153 Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｒ Ｓ Ｉ Ｓ 

Ｓ：感受性、Ｉ：中間、Ｒ：耐性 



（３）サンプリング調査（ＳＦＴＳウイルス） 

   令和３年１０月の計６検体について調査した（犬：１検体、猫：５検体）。内訳は次

のとおりである。 

・ 犬 １頭（区部：１頭、多摩部：０頭） 

    ・ 猫 ５頭（区部：３頭、多摩部：２頭） 

６検体すべてにおいて、ＳＦＴＳウイルス遺伝子は検出されなかった。内訳は表７の

とおりである。 

 

表７ ＳＦＴＳウイルス遺伝子検査結果 

対象動物 地域 検体数 陽性検体数 

犬 

区部 1 0 

多摩部 0 0 

総計 1 0 

猫 

区部 3 0 

多摩部 2 0 

総計 5 0 

 


